

【3】主な補正項目
（単位：千円）
１　国補正予算関係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一億総活躍社会の実現の加速



	○
	保育人材・介護人材の確保
	808,772

	【福祉部】　

	
	保育人材・介護人材確保策を強化するため、保育士修学資金貸付等事業及び介護福祉士修学資金等貸付事業を拡充。
（主な改正点）
・再就職する際の就職準備金貸付事業の拡充
・保育士の業務負担軽減のための保育補助者雇上支援の拡充
	



	○
	学校施設の環境改善
	199,783

	【教育庁】　

	
	支援学校2校（生野聴覚支援、富田林支援）の冷暖房設備の更新。
	



	○
	子どもの居場所づくりの推進
	22,476

	【教育庁】　

	
	放課後児童クラブと一体型として、放課後子ども教室の整備を進める市町村（7市町）に経費を補助。
	




２１世紀型のインフラ整備




	○
	農畜産物輸出拡大施設の整備
	261,250

	【環境農林水産部】　

	
	農畜産物の輸出拡大に向けた生産・流通体制を構築するため、広域集荷施設の整備を行う民間事業者等に対し補助（補助率1/2以内）。
	



	○
	渋滞対策
	229,000

	【都市整備部】　

	
	国が行う交通渋滞解消を目的とした道路整備の経費の一部を法令に基づき負担。
	











英国のＥＵ離脱に伴う不安定性などのリスクへの対応並びに中小企業・小規模事業者及び地方の支援




	○
	大阪産（もん）ブドウ研究拠点施設の整備
	
	150,000

	【環境農林水産部】　

	
	新商品の開発等により、大阪産（もん）ブドウの加工品のブランド（付加価値）を向上させるため、大阪府立環境農林水産総合研究所が実施する研究拠点施設の整備に対し補助。
・負担割合：国1/2、府1/2
	



	○
	農道の整備
	95,824

	【環境農林水産部】　

	
	農作物等の物流の効率化や沿道集落への緊急車両の進入、災害時の避難経路の確保等による安全で快適な暮らしの確保と地域振興を図るため、農道を整備。
	



	○
	交通安全対策
	50,000

	【都市整備部】　

	
	国が行う道の駅（休憩施設、道路情報提供施設）の整備費の一部を法令に基づき負担。
	




熊本地震や東日本大震災からの復興や安全・安心、
防災対応の強化




	○
	災害対応の強化・老朽化対策
	163,667

	【都市整備部】　

	
	国が行う災害時の安定的な交通を支えるための道路整備の経費の一部を法令に基づき負担するとともに、急傾斜地の崩壊を防止するための対策工事を実施。
	





２　その他

	○
	うめきたまちづくりの推進
	20,301

	【住宅まちづくり部】　

	
	[bookmark: _GoBack]うめきた２期の「全面みどり化」を創出するための事業に活用するため、企業等からの寄附金をみどりの基金へ積立て。
	



	○
	地域防災力の充実強化
	10,000

	【政策企画部】　

	
	消防団を中核とした地域防災力の充実強化のための事業に活用するため、企業からの寄附金を地域防災基金に積立て。
	




			4

